
 

                                 
 

 

 

休   暇 

内  容 
付与

日数 
取得単位 備  考 部数 提出先 

夏季休暇 ５日 1 日 ７月～９月の間に取得する 1 学校長 

年次有給休暇 

夏季計画

的年休 
３日 １日 

※両立支援休暇の取得も可 

休暇申請期間の余白に「夏季」と記載する 
1 学校長 

その他 ― 
1 日、半日 

1 時間  
 

両立支援休暇 ２日 １日、１時間 取得可能事由を記入する 1 学校長 

 

その他の服務 

内  容 服 務 備  考 部数 提出先 

静岡地区教育講演会 

7/31 静岡市民文化会館 

 

 

出張 

旅行整理簿兼自家用車による出張申出承認簿  

または 年次有給休暇等管理簿 

※現職に関するもので職務上必要と判断される場合は、 

公務扱い（それ以外は年次有給休暇） 

1 学校長 

教職員体育大会 職専免 
校長 職務専念義務免除願出書（個人用）  2 教職員課 

その他 職務専念義務免除願出書（連名用）  1 学校長 

教員免許更新制に係る 

免許状更新講習 
職専免 職務専念義務免除願出書（個人用） 様式その 3 

1 学校長 
人間ドック 

（義務検診に代える場合） 
職専免 

職務専念義務免除願出書（個人用） 様式その 3 

※1 泊 2 日以上の場合、健診日と別日に結果説明を受ける場合は年休 

脳ドック 

（共済組合認定の医療機関で受診） 
職専免 

職務専念義務免除願出書（個人用） 様式その 3 

※指定医療機関以外は年次有給休暇 

生活習慣病健診 

指定年齢健診 

婦人科健診(互助組合） 

学外 

または 

出張 

学外命令簿 または 

旅行整理簿兼自家用車による出張申出承認簿 
1 学校長 

教員免許状認定講習  

 

職専免 

職務専念義務免除願出書  

様式第 30号その 1（個人用）（10 日間） 

 

※但し、11 日目からは教特法第 22 条第 2 項による研修 

または年次有給休暇扱い（様式第 31 号・第 32 号） 

2 教職員課 

大学の通信教育の課程 

スクーリング・集中講義 

大学等における司書教諭講習会 

栄養教諭免許取得の認定講習 

社会教育主事講習会 
年休 年次有給休暇等管理簿 1 学校長 

介護講座（共済組合主催） 

 

№６７ 
令和元年７月 23日 

第６支部学校事務共同実施 

 



 

 

  ☆学校行事にかかる児童引率の貸し切りバス代の計算について          

     

総額 ÷（乗車児童 + 引率教諭）            

                 ↓ 

          ただし、前日(勤務時間終了時)までに不参加連絡がない 

          児童・生徒については参加とみなし、返金対象としない。 

           （静岡市立〇〇小中学校 学校預かり金内規 

                 精算の基準２－（２）総額契約の場合より 

                 

   

例   貸し切りバス総額   ８０,０００円 

             在籍児童     ７０人 

             引率教諭      ３人 

 

①  欠席者なし(返金が生じない)の場合 

  ８０，０００円 ÷ （７０ + ３） ＝ １,０９５．８９ 

         児童一人当たり    １，０９５円 

         児童分    １,０９５円 × ７０人 ＝ ７６,６５０円 

         引率教諭分 ８０,０００円 － ７６,６５０円 ＝ ３,３５０円(３人分) 

 

②  欠席者(返金対象児童) １人あり(前日まで不参加の連絡あり)の場合 

         ８０,０００円 ÷ （６９ ＋ ３） ＝  １,１１１．１１ 

         児童一人当たり  １,１１１円 

         児童分     1,１１１円 × ６９人 ＝ ７６,６５９円 

         引率教諭分 ８０,０００円 － ７６,６５９円 ＝ ３,３４１円(３人分) 

 

          欠席者児童返金分  １,１１１円(児童一人当たりと同額) 

 

    上記のように、内規による欠席者の扱いによって、児童・教諭一人当たりの金額が変わって 

きます！ 乗車人数をしっかり確認し、事務と連絡を取り合うようにしましょう！    

 

  ☆学校預かり金等立て替え払いについて 

原則として現金での支払いはできません 

やむを得ず現金払いとする際には、下記のような客観的理由が求められます。 

     ・現金払い以外を受け付けない業者 

     ・他の業者から購入するのに比べて、明らかに安価で取得できる等 

    

＊ やむを得ず、現金払い(立替払い)をする場合の注意点 

① 領収書には、宛名・品名(詳細)を記入してもらう。 

② 個人のクレジットカードは使用しない。 

③ 個人のポイントカードは使用しない。(× ﾙﾙｶ・T-POINT,楽天、クリエイト等) 

④ 通信販売、ネット販売などで購入する場合、自宅を納品場所に指定しない。 

 


